
。

　
　

主 

日 

礼 

拝
（
第
一
）

　
　
　
　
　
　
　

指　
　

揮　

佐
藤
久
惠

　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ   

田
口
沙
奈

奏　
　

楽　

賛
美
歌　

三
六
（
一
、四
、六
節
）　
　
　 

一　
　

同

祈

り　
　
　
　
　
　

   　
久
我
眞
智
子

賛　
　

美　
　
　
　
　

あ
け
ぼ
の
コ
ー
ラ
ス

メ
ッ
セ
ー
ジ　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
牧
師

賛
美
歌　

五
六
三　
　
　
　
　

一　
　

同

献
金
感
謝
の
祈
り　
　
　
　
　
　

小
松
頼
子

頌　
　

栄　

六
七
二　
　
　
　
　

一　
　

同

祝　
　

祷　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
牧
師

　
＊
次
主
日
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

 

犬
飼
恵
理
香

     

報 

告 

と 

消 

息

 

▲
主
の
晩
餐
式
（

第
二
礼
拝
）

「�

主
は
、
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
死
な
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
が
、

目
覚
め
て
い
て
も
眠
っ
て
い
て
も
、
主

と
共
に
生
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
で

す
。
で
す
か
ら
、
あ
な
た
が
た
は
、
現

に
そ
う
し
て
い
る
よ
う
に
、
励
ま
し
合

い
、お
互
い
の
向
上
に
心
が
け
な
さ
い
。」 

Ⅰ
テ
サ
ロ
ニ
ケ
５
・
10
〜
11

共
に
い
た
だ
く
パ
ン
と
杯
を
通
じ
て
、
主

と
共
に
生
き
て
い
る
実
感
が
、
私
た
ち
の

中
に
豊
か
に
満
ち
溢
れ
ま
す
よ
う
に
。

 
▲
臨
時
総
会　
　
　
　
　

本
日
第
二
礼
拝
後

議
題

一
、�
責
任
役
員
会
か
ら
の
提
案
「
牧
師
招

聘
に
つ
い
て
」

一
、
そ
の
他　

協
議
時
間
は
午
後
一
時
ま
で
を
目
安
と
し

ま
す
。
中
学
生
以
上
の
教
会
員
は
出
席
で

き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
重
ね
て
き
た
話
し
合

い
を
思
い
起
こ
し
、
主
の
導
き
を
求
め
て

集
い
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
、
欠
席
の

方
は
委
任
状
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

 

▲
礼
典
納
骨
堂
清
掃　
　
　
　

本
日
総
会
後

 

▲
建
築
委
員
会　
　
　
　
　
　

 

〃　

〃

発
足
後
最
初
の
集
ま
り
で
す
。

 

▲
責
任
役
員
会　
　
　

本
日
建
築
委
員
会
後

 

▲
Ｎ
Ｃ
Ｃ
キ
リ
ス
ト
教
教
育
週
間

受
付
に
「
平
和
の
き
ず
な
献
金
」
の
献
金

袋
を
置
き
ま
し
た
。
大
井
教
会
の
締
切
は

二
月
末
で
す
。
皆
で
覚
え
ま
し
ょ
う
。

 

▲�

ふ
じ
み
教
会
市
川
牧
人
牧
師
就
任
按
手
式

（

三
〇
日
午
後
三
時
よ
り
）

出
席
申
込

本
日
が
締
切
で
す
。
事
務
室
前
の
用
紙
に

ご
記
名
く
だ
さ
い
。

 

▲
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　

一
一
月
二
日　

保
延　

利
恵
（

85
才
）

　
　
　
　
　
　

三
日　

青
山　

佳
乃

　
　
　
　
　
　

四
日　

奥
津　

真
歩

　
　
　
　
　
　

五
日　

山
田　

信
一

　
　
　
　
　
　

六
日　

加
藤　

博
子

 

▲
献
花

本
日
の
お
花
は
、
山
片
金
弘
さ
ん
を
記
念
し

て
山
片
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た

 

▲�

Ｂ
Ｗ
Ａ
女
性
部
世
界
祈
祷
日
礼
拝
（
恵

泉
教
会
）　

三
日
（

土
・
祝
）

午
後
一
時
半

奏
楽
奉
仕
―
菊
地
る
み
子

大
井
教
会
か
ら
九
名
が
出
席
し
ま
す
。

 

▲�

（

連
）

能
登
被
災
地
支
援
を
覚
え
て
の
祈
り

会
（

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ）

　
　
　
　   

四
日
（

火
）

午
後
八
時

 

▲
（

幼
）

虹
の
会
公
開
講
演
会
（
三
階
チ
ャ
ペ
ル
）

五
日
（

水
）

午
前
九
時
半

テ
ー
マ
：「
子
ど
も
た
ち
と
歌
」

講　

師
：
飯　

靖
子
さ
ん

 

▲
（

幼
）

子
ど
も
祝
福
式　
　
　
　

 

七
日
（

金
）

 

▲�

Ａ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
一
日
研
修
会
（

在
日
大
韓
基
督

教
会
東
京
教
会
）  

七
日
（

金
）

午
後
一
時
半

大
井
教
会
か
ら
㆔
名
が
出
席
し
ま
す
。

 

▲
（

女
）

世
界
伝
道
グ
ル
ー
プ
ゼ
リ
ー
づ
く
り

八
日
（

土
）　

午
前
一
〇
時

 

▲
東
京
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
後
期   

八
日
（

土
）

「
合
唱
」　　
　
　
　
　
　

午
前
一
一
時
半

 

▲
全
国
壮
年
会
連
合
代
表
者
会
議

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　八
日
（

土
）

 

▲
小
学
科
教
師
会　
　

八
日
（

土
）

午
後
二
時

 

▲
プ
レ
イ
ズ
ハ
ー
モ
ニ
ー

八
日
（

土
）

午
後
七
時
半

 

▲
次
主
日
予
告

・
子
ど
も
祝
福
式
（

第
二
礼
拝
）

・
キ
ッ
ズ
チ
ャ
イ
ム

・
聖
歌
隊
練
習

・
自
由
に
思
い
を
語
る
会
・
音
楽
委
員
会

 

▲
一
〇
月
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
月
間
感
謝

一
〇
月
五
日
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
始
ま

り
、
第
二
礼
拝
で
は
一
二
日
「
献
金
」、

一
九
日
「
奉
仕
」、
二
六
日
「
祈
り
」
の

こ
と
ば
の
証
し
、
テ
ー
マ
賛
美
歌
三
七
〇

番
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
一
・
第
二
礼

拝
で
の
祈
り
、
賛
美
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
に
心
を
合
わ
せ
ま

し
た
。
委
員
会
の
準
備
と
運
び
を
覚
え
ま

す
。
今
日
も
明
日
も
と
こ
し
え
に
注
が
れ

る
主
の
愛
と
恵
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
わ
た

し
の
応
え
を
続
け
て
行
け
ま
す
よ
う
に
。

2 0 2 5 年 度 主 題  
『 イ エ ス・ キ リ ス ト を

土 台 と し て
〜 と も に 積 み 上 げ る 〜 』

主題聖句 
「わたしたちは神のために
力を合わせて働く者であり、

あなたがたは神の畑、
神の建物なのです。」

(コリントの信徒への手紙一 
３・９)

大井バプテスト教会

　
　

主 

日 

礼 

拝
（
第
二
）

　
　

　
　
　
　
　
　
　

指　
　

揮   

古
谷
健
一

　
　
　
　
　
　
　

オ
ル
ガ
ン   

加
藤
ひ
か
り

　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ   

福
田
美
紀

奏　
　

楽

礼
拝
へ
の
招
き　

三
六
―
一

　

そ
ら
の
あ
お
さ
よ　

み
ど
り
の
の
べ
よ

　

す
べ
て
を
む
す
ぶ　

あ
い
の
き
ず
な
よ

　

わ
れ
ほ
め
ま
つ
ら
ん　

主
の
み
さ
か
え
を

黙　
　

祷

祈　
　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
志
保

聖

書　

交
読
文
二
四　
　
　

一　
　

同

賛
美
歌　

二
九
一　
　
　
　
　

一　
　

同

祈

祷　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
牧
師

主
の
祈
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

同

説　
　

教    『
し
か
し
、
教
会
で
は
』

　
　
　
　
　

  

使
徒
言
行
録
12
・
１
～
５

加
藤
牧
師

賛
美
歌　

四
九
一　
　
　
　
　

一　
　

同

主
の
晩
餐
式

感
謝
の
祈
り　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
頼
子

献　
　

金　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

同

頌　
　

栄　

六
七
一　
　
　
　
　

一　
　

同

　

も
の
み
な
た
た
え
よ　

主
な
る
か
み
の
名
を

　

め
ぐ
み
の
も
と
な
る　

ち
ち
み
子
せ
い
れ
い

祝　
　

祷　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
牧
師

 

▲
召
天
者
記
念
礼
拝
前
日
準
備
奉
仕
者
募
集

今
年
の
召
天
者
記
念
礼
拝
は
今
月
一
六
日

で
す
。
そ
の
前
日
に
、
礼
拝
堂
の
長
椅
子

を
移
動
し
た
り
多
目
的
ホ
ー
ル
に
パ
イ
プ

椅
子
を
運
ぶ
な
ど
の
準
備
を
し
ま
す
。

奉
仕
し
て
く
だ
さ
る
方
を
数
名
、
募
集
し

て
い
ま
す
。
教
会
事
務
・
総
務
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
す
で
に
受
け
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
々
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
五
日
（

土
）

午
後
一
二
時
四
五
分
よ
り

四
五
分
ほ
ど
の
作
業
で
す
。礼
拝
堂
集
合
。

主日の集会案内（2025 年度 )
主日礼拝

第一 8:40 〜 9:20

第二 10:30 〜 11:30
※ライブ配信併用

幼稚園科 8:30 〜 9:15

小 学 科 8:30 〜 9:30

児童科・少年少女科・成人科
9:40 〜 10:15

※成人科一部クラスは第二礼拝後

嬰 児 科 9:40 〜 10:30
※礼拝終了まで託児

公園クラス 15:00 〜 15:50
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し
か
し
、
教
会
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加　

藤　
　

誠

　

先
月
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
月
間
を
感
謝
し
ま
す
。
各
々
に
与
え
ら
れ
て
い
る
「
恵
み

の
賜
物
」（
機
会
、
時
間
、
働
き
な
ど
）
を
ど
ん
な
ふ
う
に
さ
さ
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
教
会
の
友
の
証
し
に
大
い
に
励
ま
さ
れ
、
大
切
な
基
本
を
確
認
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
「
独
り
」
で
は
な
く
「
教
会
」
と
し
て
組
み
合
わ
さ
れ
、
共
に
主
の

働
き
を
担
う
よ
う
に
招
か
れ
て
い
る
恵
み
を
深
く
覚
え
る
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
今
週
か
ら
第
二
礼
拝
で
は
使
徒
言
行
録
に
戻
り
、
初
代
教
会
の
弟
子
た
ち
の
信
仰
に

学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
こ
う
し
て
ペ
ト
ロ
は
牢
に
捕
え
ら
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
教
会
で
は
彼
の
た
め
に
た

ゆ
ま
ず
熱
い
祈
り
が
神
に
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
た
」（
使
徒
12
・
５　

私
訳
）。

　

日
本
語
訳
の
聖
書
で
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
原
文
で
は
「
ペ
ト
ロ
は
牢
に
捕
え
ら
れ

て
い
た
」の
後
に「
し
か
し
」と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
横
暴
な
ヘ
ロ
デ
王
に
よ
っ

て
エ
ル
サ
レ
ム
教
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ヤ
コ
ブ
が
処
刑
さ
れ
、
ペ
ト
ロ
も
捕
え
ら
れ
て
処

刑
は
時
間
の
問
題
で
し
た
。
こ
の
世
の
権
力
者
の
前
に
何
の
抵
抗
も
で
き
な
い
、
力
弱
い
教

会
の
姿
が
あ
り
ま
す
。「
し
か
し
」
一
つ
だ
け
教
会
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
「
祈
る
こ
と
」
で
す
。

「
初
代
教
会
は
こ
の
世
的
に
は
ま
っ
た
く
弱
か
っ
た
。
し
か
し
、
望
み
得
な
い
と
き
に
も
な

お
、
望
み
つ
つ
信
じ
る
強
さ
を
持
っ
て
い
た
」（
榎
本
保
郎
『
新
約
聖
書
一
日
一
章
』）。

　

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
が
ガ
ザ
の
検
問
所
で
「
武
器
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
？
」
と
兵
士
に
問

わ
れ
た
際
、「
祈
り
と
い
う
武
器
は
持
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
ね
」
と
笑
顔
で
答
え
た
話
を
思

い
起
こ
し
ま
す
。
何
も
持
ち
え
な
い
時
に
も
「
祈
り
」
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
恵
み

の
賜
物
」
を
私
た
ち
は
ど
こ
ま
で
真
剣
に
、
ま
た
大
切
に
用
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

}

　
『
十
分
の
一
と
さ
さ
げ
も
の
』

　
　
　
　
　
　

   　

   （
10
月
20
日
～
26
日
）

▲
月
約
献
金　
　
　
　

五
六
六
、  

一
〇
〇
円

▲
礼
拝
献
金　
　
　
　

一
〇
四
、  

六
六
二
円

▲
教
会
学
校
礼
拝
献
金　
　

八
、  

八
七
五
円

▲
祈
祷
会
献
金　
　
　
　

二
三
、   

六
〇
〇
円

▲
感
謝
献
金　
　
　
　
　

三
八
、  

〇
〇
〇
円

▲
指
定
献
金

　
「
営
繕
修
理
」　　
　
　
　

三
、  

〇
〇
〇
円

　
「
新
教
育
館
建
築
」　　

一
二
、  

八
〇
〇
円

　
「
バ
プ
テ
ス
ト
リ
手
す
り
」
一
、  

五
〇
〇
円

　
「
東
日
本
震
災
支
援
金
」　

一
、  

〇
〇
〇
円

　
「
通
信
費
支
援
」　　
　

一
〇
、  

〇
〇
〇
円

　
「
Ｉ
Ｔ
整
備
」　　
　
　
　

二
、  

〇
〇
〇
円

▲
合
計　
　
　
　
　
　

七
七
一
、     

五
三
七
円

▲
建
築
献
金
合
計　
　

二
〇
三
、  

七
一
〇
円

　
（
書
籍
販
売  

七
、〇
〇
〇
円

     

コ
ー
ヒ
ー
売
上  

三
四
、五
六
〇
円
含
）

　 

先
週
の
集
会　

出
席
者
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計

第
一
礼
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
八

第
二
礼
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
五

教
会
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
四

（
公
園
ク
ラ
ス
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇

早
天
祈
祷
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

朝
の
祈
祷
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五

祈　

祷　

会　
　
　
　
　

二
四　
　
　

三
六

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
者
）　　
　

     

一
二　

   　

聖
歌
隊
練
習　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五

幼
稚
園
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス　
　
　
　
　

三
四

あ
け
ぼ
の
コ
ー
ラ
ス　
　
　
　
　
　
　

一
八

グ
レ
ー
ス
ベ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

あ
さ
か
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七

聖
書
輪
読
と
黙
想　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

　

早
天
祈
祷
会　
　
　

毎
日　

午
前
七
時

　

朝
の
祈
祷
会

　
　
　
　
　

 （
水
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分

　
　
　
　
　

司　

会　

佐
々
公
子

　
　
　
　
　

説　

教　

加
藤
牧
師

　

祈

祷

会

　
　
　
　
　

 （
水
）　

午
後
七
時
三
〇
分

　
　
　
　
　

司　

会　

酒
井
和
恵

　
　
　
　
　

奏　

楽　

小
野
原
朋
子

　
　
　
　
　

説　

教　

加
藤
牧
師

　
　

ID　

８
４
１ 

８
５
７
３ 

７
２
９
８

　

パ
ス
コ
ー
ド　

１
９
３
１

あ
さ
か
つ　

 （
土
）　

午
前
六
時
三
〇
分

　
　

奏　

楽　
　
　

山
﨑
ま
や

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ　

加
藤
修
三

　
 　

聖　

書　

日　

課

一
一
月　

二
日
（
日
）　   

創
世
記
3

「
こ
う
し
て
、
ペ
ト
ロ
は
牢
に
入
れ
ら
れ

て
い
た
。
教
会
で
は
彼
の
た
め
に
熱
心
な

祈
り
が
神
に
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
た
」

一
一
月　

三
日
（
月
）　   

創
世
記
４

世
界
バ
プ
テ
ス
ト
女
性
部
世
界
祈
祷
日
礼

拝
。
平
和
の
主
の
御
心
を
求
め
る
祈
り
で

世
界
が
つ
な
が
り
ま
す
よ
う
に

一
一
月　

四
日
（
火
）　   

創
世
記
５

能
登
の
被
災
地
に
生
き
る
方
々
と
北
陸
三

県
の
教
会
の
働
き
を
覚
え
て

一
一
月　

五
日
（
水
）　   

創
世
記
６

主
イ
エ
ス
の
教
会
の
祈
り
を
共
に
分
か
ち

賛
美
を
共
に
さ
さ
げ
、
週
の
後
半
も
主
の

恵
み
の
中
を
歩
み
ま
す

一
一
月　

六
日
（
木
）　    

創
世
記
７

心
身
の
弱
り
や
病
の
中
に
あ
る
友
、
さ
ま

ざ
ま
な
重
荷
に
直
面
し
て
い
る
友
に
主
の

助
け
と
癒
し
と
支
え
が
あ
る
よ
う
に

一
一
月　

七
日
（
金
）　   

創
世
記
８

教
会
と
幼
稚
園
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
と
そ

の
家
庭
の
上
に
、
主
イ
エ
ス
の
祝
福
が
豊

か
に
あ
ふ
れ
る
よ
う
に

一
一
月　

八
日
（
土
）　   

創
世
記
９

ク
リ
ス
マ
ス
委
員
会
の
働
き
を
感
謝
。
馬

小
屋
の
御
子
の
誕
生
を
お
祝
い
し
、
世
界

の
平
和
を
祈
る
ク
リ
ス
マ
ス
と
な
る
よ
う


